
⑬子とも会ってなあiZ
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

：子とも会は子ともたちが本来の遊びを取り戻すための；
●

：　　　　　　　子ともたちの会です○　　　　　　　；
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

子とも会は、子どもたちが仲間と楽しい遊びを通して、社会性・自主性・創造

性・耐性など将来たくましく生きていくのに必要な力を身につけるために組織さ

れた会です。
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子どもたち自身が、自ら考え、計画して活動します。

遊びを活動の中IMこおいています。

自分の住んでいる地域を中心として活動します。

同じ地域に住む、様々な年齢の子ともたちが一緒になって集団で活動します。

それぞれの子どもたちが発達過程に応じた役割をもって活動に参加しますo
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⑭子とも会の組徳づくり

子どもたちが、お互いの触れ合いを高めるように組織化されていることが大切で

す。子ども会会員の役割や活動するグループの構成などがはっきりしていれば、リ
ーダーを中心に活動も活発になるでしょう。

下のような組織図を参考にして、それぞれの地域にあった組織を考えてみましょう。

・子ども会の役員を決める

・行事計画を確認する

・班づくりをする

係活動は、広報係や研修係
など子ともたちが子とも会の

運営に関して行う活動です。

たとえば人形劇クラブや折
り紙文庫など興味関心を同じ
くする子どもたちだけが集まっ
て行う日常的な活動です。

時には班を離れて「上級生
だけ」やクラブ活動のような「し
たい活動別」等の行事を計画
することもできますよ。

班 班

（会長、副会長、書記、会計など）

∈垂≡∋

班

班は子とも会活動の中心です。
子どもたち自身の活動にするには
10人前後の班をつくるとよいでしょう。

この班活動を通して、仲間意識が高
まり、日常的な「遊び」へと活動が広
がっていきます。
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